
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

6.1 2030年までに、全ての人々の、安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なアクセス
を達成する。
6.2 2030年までに、全ての人々の、適切かつ平等な下水施設・衛生施設へのアクセス
を達成し、野外での排泄をなくす。女性及び女児、並びに脆弱な立場にある人々のニーズ
に特に注意を払う。
6.b 水と衛生に関わる分野の管理向上における地域コミュニティの参加を支援・強化
する。

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する

17.17 さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、
官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

3.3 2030年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられない熱帯病といった伝染病を
根絶するとともに肝炎、水系感染症及びその他の感染症に対処する。
3.9 2030年までに、有害化学物質、並びに大気、水質及び土壌の汚染による死亡及び
疾病の件数を大幅に減少させる。

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

1.4 2030年までに、貧困層及び脆弱層をはじめ、全ての男性及び女性が、基礎的サービス
へのアクセス、土地及びその他の形態の財産に対する所有権と管理権限、相続財産、
天然資源、適切な新技術、マイクロファイナンスを含む金融サービスに加え、経済的資源に
ついても平等な権利を持つことができるように確保する。

包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を
実現する

11.1 2030年までに、全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サービス
へのアクセスを確保し、スラムを改善する。

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習
の機会を促進する
4.5 2030年までに、教育におけるジェンダー格差を無くし、障害者、先住民及び脆弱な
立場にある子供など、脆弱層があらゆるレベルの教育や職業訓練に平等にアクセスできる
ようにする。

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に
司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任
のある包摂的な制度を構築する

16.6 あらゆるレベルにおいて、有効で説明責任のある透明性の高い公共機関を
発展させる。


